
筆
ま
つ
り
の
歴
史

筆
の
里
く
ま
の
で
生
ま
れ
た
筆
ま
つ
り
。

昭
和
10
年
か
ら
始
ま
り
、
人
々
が
積
み
重
ね
て
き
た
思
い
と
歴
史
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

【
筆
ま
つ
り
】

　

熊
野
商
工
会
発
足
10
年
を
記
念

し
て
９
月
24
日
に
第
１
回
筆
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

【
筆
踊
り
】

　

作
詞
を
野
口
雨
情
、
作
曲
を
藤

井
清
水
に
依
頼
し
、
振
付
を
藤
本

嬢
に
依
頼
し
ま
し
た
。
依
頼
を
受

け
た
３
人
は
熊
野
を
訪
れ
、
歌
と

振
付
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て

完
成
し
た
「
筆
踊
り
」
は
、
第
２

回
筆
ま
つ
り
で
約
600
人
の
女
性
に

よ
り
披
露
さ
れ
、
現
在
ま
で
伝

わ
っ
て
い
ま
す
。

昭和10年

平成20年平成25年令和元年

昭和11年昭和55年昭和59年昭和62年平成元年平成10年

第
１
回
筆
ま
つ
り

　

榊
山
神
社
で
祭
典
、
商
工
会
会
長
挨
拶
、
表
彰
式
な
ど
が
行
わ
れ
、

余
興
と
し
て
餅
撒
き
、
花
相
撲
、
舞
踏
、
囃
子
車
、
変
装
競
演
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
筆
ま
つ
り

　

筆
踊
り
が
初
め
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

第
46
回

　

筆
ま
つ
り

第
74
回

　

筆
ま
つ
り

第
79
回

　

筆
ま
つ
り

第
85
回

　

筆
ま
つ
り

第
50
回

　

筆
ま
つ
り

第
53
回

　

筆
ま
つ
り

第
55
回

　

筆
ま
つ
り

第
64
回

　

筆
ま
つ
り

▲相撲大会▲ガチャピンが大書に挑戦

▲ガチャピンを見守る人々

▲筆神輿

▲落書きバス

▲筆の市

▲熊野筆太鼓
▲彼岸船

▲大作席書▲筆踊り▲彼岸船

▲夢のくじ抽選会
（特賞はパソコンとカラーテレビ）

▲ステージで歌を披露　

昔の前夜祭の様子
　近年の筆祭りの前夜祭は榊山神社で行っていますが、昔の前夜祭は旧熊野町役場前で行っていまし
た。催し物も「変装競演」「ステージ披露」「彼岸船」「子供たちの出し物」など盛り沢山。今回は平成
２年前夜祭の様子をご紹介します。

スク
ープ
！

▲スポーツカーでパレード ▲園児たちの可愛いダンス ▲気合の入った変装競演

筆
ま
つ
り
の
歴
史
作
成
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

熊
野
町
郷
土
史
研
究
会

　

熊
野
町
郷
土
史
研
究
会
発
行
の
「
ふ
る
さ
と
熊
野

探
訪
」
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

熊
野
町
郷
土
史
研
究
会
は
昭
和
56
年
に
発
足
し
、

熊
野
町
の
様
々
な
分
野
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
て
い

ま
す
。
講
座
も
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
広
島
大
学

の
下
向
井
教
授
を
招
い
て
安
芸
国
と
平
清
盛
の
つ
な

が
り
つ
い
て
の
講
座
を
行
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
、
広
報
Ｐ
14
を

確
認
く
だ
さ
い
）

熊
野
町
写
真
同
好
会

　

昭
和
か
ら
平
成
ま
で
多
く
の
筆
ま
つ
り
の
写
真
を

提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

熊
野
町
写
真
同
好
会
は
月
に
一
度
東
公
民
館
で
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
各
自
が
撮
影
し
た
写

真
を
持
ち
寄
り
、
村
上 

泉
さ
ん
の
指
導
の
下
、
日
々

撮
影
技
術
を
磨
か
れ
て
い
ま
す
。
写
真
撮
影
に
興
味

の
あ
る
人
は
ぜ
ひ
熊
野
町
写
真
同
好
会
へ
！

■問
熊
野
町
写
真
同
好
会野

田　

悦
登
（
☎
854
‐
４
６
４
０
）

令
和
２
年

熊
野
バ
ー
チ
ャ
ル
筆
ま
つ
り
開
催

－ 5 －　－ Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'20/９月号 － Public Information: ＫＵＭＡＮＯ－　'20/９月号　－ 4 －


